
No.82　１月定例会　平成２３年１月２５日発行

岡垣中など耐震化●３

町政を問う●９～１１
一般質問

議会だより

おかがき



　
「
改
革
」「
交
代
」等
と
言
葉
遊

び
で
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
行
っ

た
こ
こ
数
年
の
喧け

ん
そ
う騒

に
、
外
か
ら

の
新
た
な
刺
激
が
加
わ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る「
落
し
処
」を
見
つ
け
る

の
が
困
難
な
昨
今
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
と
ば
」の
軽
さ
が
不
信
を

生
む
こ
と
。「
な
い
も
の
ね
だ
り
」

に
つ
な
が
る
約
束
を
し
て
も
、
現

実
に
直
面
し
て「
お
金
」の
こ
と

を
考
え
る
と
、
選
択
肢
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
世
間
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
が
、
や
っ
と
当

た
り
前
と
気
付
い
た
と
こ
ろ
か
ら

し
か
明
日
の
国
民
の
幸
せ
は
計
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
乖か

い
り離
し
て
い
た
こ
と

を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
意
味
で
新
し
く
芽
生
え
る

で
あ
ろ
う
兆き

ざ

し
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

岡
垣
町
議
会
で
は
不
断
の
改
革

で
、
議
会
運
営
に
係
わ
る
経
費
を

ピ
ー
ク
時
１
億
４
千
万
円
弱
を
23

年
度
当
初
予
算
で
は
平
成
２
年
当

時
の
議
会
費
決
算
１
億
円
余
り
に

ま
で
縮
減
す
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

昨
年
３
月
定
例
会
で
政
務
調

査
費
を
廃
止
し
、
さ
ら
に
９
月
定

例
会
で
議
員
定
数
を
16
名
か
ら
13

名
に
改
め
た
の
も
、
そ
の
改
革
努

力
の
歴
史
の
一
部
で
、
議
員
各
位

が
町
と
町
民
の
将
来
を
考
え
た
と

こ
ろ
か
ら
の
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、「
常
に
改

革
中
」「
議
会
は
常
に
町
民
と
共

に
あ
る
」を
肝
に
銘
じ
、
町
政
に

責
任
あ
る
立
場
の
議
員
と
し
て
ま

た
議
会
と
し
て
、
安
心
・
安
全
の

町
づ
く
り
を
念
頭
に
、
た
ゆ
ま
な

い
研け

ん
さ
ん鑽

を
積
み
、
つ
と
め
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
、
岡
垣
町
と
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
い
年
で

あ
る
よ
う
お
祈
り
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

初
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
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12
月
定
例
会
は
12
月
６
日
か
ら
16
日
ま

で
の
会
期
で
開
か
れ
、
10
議
案
、
諮
問
２

件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
、
発
議
４
件

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

● 

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

　

① 
職
員
の
定
年
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

②
基
金
再
編
の
条
例
改
正

　

③ 
サ
ン
リ
ー
ア
イ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

の
施
設
利
用
料
の
見
直
し

　

④ 

岡
垣
町
一
般
会
計
補
正
予
算

※ 

耐
震
化
に
関
す
る
予
算
が
主
で
、
岡
垣

中
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
及
び
仮
設
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
の
設
置
、
戸
切
小
校
舎
・

海
老
津
小
体
育
館
実
施
設
計
委
託
料
な

ど
で
す
。

●教育委員会委員に花田悦子さん（再任・海老津区）

●人権擁護委員に麻生洋海さん（再任・吉木区）

●人権擁護委員に入江明子さん（新任・糠塚区）

●岡垣町職員の定年退職日は年２回から１回へ　（Ｐ４）

● サンリーアイフィットネスジムは１時間200円（一般）
　利用も可能に

●議員定数削減に伴い、常任委員会を３から２へ　　

●子ども手当廃止の陳情書不採択　賛成６反対７　（Ｐ５）

● 西田陽子議員に対する問責決議可決　賛成10反対２　　
（Ｐ６～７）

耐震化工事が決定した岡垣中学校

岡
垣
中
な
ど
耐
震
化

２
億
８
２
４
万
円
の
補
正
予
算

定例会 12
月概要

3 定例会　概要



難しいけど楽しいよおねえちゃんがついたおもちおいしいね

賛 

成

反 

対
平
山　
　

弘　
議
員

　
「
岡
垣
町
行
財
政
構
造
改
革
」

に
よ
っ
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
定

年
退
職
の
日
を
、
９
月
30
日
と
３

月
31
日
の
年
２
回
に
し
て
実
施
し

て
き
た
が
、
元
の
３
月
31
日
の
年

１
回
に
す
る
条
例
改
正
で
あ
る
。

　

年
２
回
の
退
職
に
し
て
５
年
経

過
し
た
が
、
想
定
以
上
の
早
期
退

職
者
が
出
て
職
員
の
確
保
が
難
し

く
な
り
、
職
員
の
知
識
・
技
能
の

継
承
が
低
下
し
人
材
育
成
と
事
務

事
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

　

職
員
の
士
気
に
も
影
響
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

面
の
影
響
も
出
て
い
る
。

　

構
造
改
革
の
見
直
し
で
あ
り
、

職
員
の
労
働
条
件
・
職
場
環
境
の

改
善
に
つ
な
が
る
改
正
で
あ
り
賛

成
す
る
。

西
田　

陽
子　
議
員

　

４
年
前
、
町
の
行
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
提
案
さ
れ
、
議
決
さ
れ

た
も
の
が
、
他
の
自
治
体
が
や
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
予
期
せ

ぬ
退
職
者
の
増
加
で
知
識
や
経
験

の
継
承
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
元
に
戻
る
。
そ
れ
は
、
町
の
政

策
が
自
ら
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
。
若
い
管
理
職
登
用
で
、

活
性
化
を
図
る
と
い
う
提
案
理
由

は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
。
な
に
よ

り
知
識
等
の
継
承
は
半
年
定
年
を

延
ば
す
こ
と
で
は
解
決
し
な
い
。

日
常
的
な
継
承
・
共
有
の
場
を
設

定
す
べ
き
だ
。
民
間
は
誕
生
月
が

定
年
だ
。
今
年
の
退
職
者
６
人
分

は
２
５
０
０
万
円
だ
。
そ
れ
ら
を

若
い
人
の
嘱
託
雇
用
な
ど
に
向
け

ら
れ
る
。

　

町
長
は
住
民
目
線
で
は
な
く
、

職
員
目
線
だ
。

職員の定年等に関する条例の一部を
改正する条例

木
原　

信
次　
議
員

　

職
員
は
９
月
30
日
か
３
月
31
日

の
早
い
期
に
退
職
し
て
い
る
。
一

部
に
お
い
て
労
働
賃
金
と
し
て

安
価
な
方
が
良
い
。
と
早
く
退
職

さ
せ
る
が
良
い
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
職
員
の
仕
事
は
、
町
民
に
奉

仕
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

町
民
の
問
い
合
わ
せ
や
要
望

に
、
い
か
に
親
切
に
適
切
に
対
応

す
る
か
に
あ
る
。
可
能
な
こ
と
は

速
や
か
に
実
行
し
、
不
可
能
な
こ

と
は
、
そ
の
意
味
を
良
く
説
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

経
験
を
重
ね
た
職
員
が
模
範
と

な
り
、
後
進
の
職
員
を
指
導
す
る

必
要
も
あ
る
。

　

半
年
早
い
退
職
は
、
職
員
の
補

充
や
人
事
異
動
で
、
財
政
上
も
効

果
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
他
の

市
町
村
と
同
様
３
月
31
日
に
一
本

化
す
る
こ
と
は
当
然
だ
と
申
し
上

げ
る
。
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賛 
成

反 

対
竹
内　

和
男　
議
員

　

子
ど
も
手
当
の
混
乱
は
地
方
負

担
や
企
業
の
負
担
が
残
る
児
童

手
当
と
、
民
主
党
が
主
張
す
る
財

源
が
、
確
保
で
き
な
い
こ
と
に
あ

る
。

　

そ
の
た
め
、
１
人
２
万
６
千
円

が
半
額
の
１
万
３
千
円
の
支
給
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

３
歳
未
満
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
元
々
が
、
１
万
円
支
給
で

あ
っ
た
た
め
、
３
千
円
だ
け
の

増
額
と
な
り
、
来
年
か
ら
の
所
得

税
や
住
民
税
の
扶
養
控
除
の
廃
止

に
伴
い
、
支
給
額
よ
り
負
担
額
の

方
が
増
え
る
所
得
階
層
が
出
る

一
方
、
陳
情
書
ど
お
り
廃
止
す
れ

ば
、
更
に
混
乱
を
招
き
、
子
育
て

を
社
会
で
支
え
る
理
念
を
失
う
。

平
山　
　

弘　
議
員

　

子
育
て
支
援
は
、
現
金
を
配
る

だ
け
で
な
く
、
▽
正
規
雇
用
を
増

や
す
▽
保
育
所
を
つ
く
る
▽
医
療

や
教
育
費
の
負
担
を
減
ら
す
な
ど

の
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
、

そ
の
一
環
と
し
て
現
金
給
付
の
拡

充
も
必
要
で
あ
る
。

　

子
育
て
世
帯
の
多
く
は
所
得
が

低
く
、
経
済
的
困
難
が
深
刻
で
あ

る
。

　

政
府
の
調
査
で
も
経
済
的
支
援

を
求
め
る
声
が
７
割
に
達
し
、
子

ど
も
の
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態

で
あ
る
。
両
親
と
も
派
遣
労
働
者

と
い
う
例
も
珍
し
く
な
い
。

　

子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
16

歳
未
満
の
年
少
扶
養
控
除
が
廃
止

さ
れ
る
が
、
手
当
受
給
世
帯
以
外

へ
の
負
担
増
は
な
い
。

　

ゆ
え
に
、
子
ど
も
手
当
の
廃
止

に
は
反
対
で
あ
る
。

市
津　

広
海　
議
員

　

子
ど
も
手
当
の
政
策
目
的
が
不

明
確
で
あ
る
。
少
子
化
対
策
で
あ

る
な
ら
、
第
２
子
、
第
３
子
へ
の
支

援
を
強
化
す
べ
き
だ
。
子
育
て
へ

の
経
済
的
支
援
で
あ
れ
ば
、
所
得

の
低
い
家
庭
に
、
よ
り
手
厚
い
支

援
を
す
べ
き
で
あ
る
。
現
金
給
付

で
な
く
子
ど
も
の
校
納
金
無
償
化

等
、
現
物
給
付
に
す
べ
き
だ
。
保

育
施
設
の
充
実
や
幼
児
教
育
の
充

実
な
ど
の
政
策
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。
中
学
校
授
業
で
子
ど
も
手
当

に
つ
い
て
討
議
し
た
中
、
ば
ら
ま

き
よ
り
も
、
保
育
園
の
増
設
等
、

国
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
を
や
る

べ
き
で
あ
る
。
所
得
制
限
が
な
い

の
は
お
か
し
い
、
財
源
が
な
い
な

ら
や
め
る
べ
き
と
の
発
言
が
大
多

数
で
あ
っ
た
。
国
が
や
る
べ
き
政

策
、そ
し
て
財
源
確
保
を
。

子ども手当の廃止を求める意見書の
提出に関する陳情書

三
角　

善
彦　
議
員

　

条
件
整
備
が
曖あ

い
ま
い昧

な
ま
ま
施
行

し
た
こ
と
で
、
例
え
ば
外
国
籍
の

方
の
取
り
扱
い
な
ど
が
課
題
と
し

て
挙
が
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
子
ど
も
手
当
に
必

要
と
さ
れ
る
５
兆
円
あ
ま
り
の
財

源
は
、
事
業
仕
分
け
に
よ
り
捻
出

で
き
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

ま
た
、
３
歳
未
満
を
対
象
と
し

た
改
正
は
、
短
絡
的
な
結
論
の
導

き
方
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

子
ど
も
手
当
は
、子
や
孫
た
ち
の

利
益（
借
金
を
い
た
ず
ら
に
増
や
さ

な
い
）を
考
え
、廃
止
す
べ
き
だ
。

　

子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援

は
、
例
え
ば
、
子
ど
も
の
給
食
費

や
医
療
費
の
無
料
化
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
幼
児
教
育
の
充
実

に
充
て
る
べ
き
だ
。

5 討　　論



三角議員の提出理由
　発言を取り消ししたから良いというものでは
ありません。今後会議規則に反する発言をしな
いという明言がなく、法を遵守して運営してい
る総務常任委員会を非難したことへの謝罪がな
かったため問責動議を提出しました。

　西田議員は定例会最終日の平成22年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号）の賛成討論の中で「議案と
は直接は関係ない」として発言を行いました。
　その発言及び内容が議会運営のルール上問題があると判断され、議会運営委員会においてその取り扱い
について約５時間断続的に協議及び調整を重ねました。しかし調整不調のため、西田議員に対する問責決
議（注１）が賛成多数で可決されました。

問責決議を賛成多数で可決

西田議員の弁明
　すでに発言を取り消しており問責される理由
がわかりません。この発言も議長が途中で制止
しなかったので続けたまでです。この問責決議
は納得がいきません。

反対議員（２名）の意見
　本人から発言取り消しの申し出があっていま
す。このことだけで良いと思います。これから
も「このようなことがある」という予見で議会
は対処すべきではありません。

賛成議員（10名）の意見
　議会は言論の府と呼ばれています。自由で活
発な論議は当然行われるべきです。ただし、そ
れは一定のルールの下でこそ保障されるべきも
のです。
　今後議員としての発言の重さを自覚し、会議
規則を再確認し、猛省すべきです。

12月14日

連合審査会　 　総務常任委員会主体の連合審査会
（注２）において、西田議員が議題外の
発言をし続けたため、三角総務常任委
員長が発言を止めました。この判断を
総務常任委員会も支持しました。

12月16日

本　会　議　 　西田議員が討論時に会議規則に違反
した発言を行いました。内容は14日の
連合審査会での総務常任委員会の判断
を非難するものでした。

　　　　　　 　議長が発言を指摘のうえ、本会議を
休憩し、議会運営委員会（注３）へ西田
議員の発言の取り扱いを諮（はか）りま
した。

議会運営委員会
　　　　　　 　議会運営委員会は、西田議員へ次の

とおり指導するよう決定し、委員長及
び副委員長が調整を行いました。

　　　　　　①議題外の発言の取り消しを申し出ること
　　　　　　②会議を中断させたことを謝罪すること 
　　　　　　③今後会議規則に反する発言はしないこと
　　　　　　④総務常任委員会へ謝罪すること

本　会　議　西田議員が①及び②を行いました。

動　議　提　出　 　三角議員他賛成者３名は③と④がな
されなかったことから問責決議の動議
（注４）を提出しました。

質　疑　提出者への質疑が行われました。

弁　明　西田議員が弁明（注５）を行いました。

討　論　反対討論、賛成討論を行いました。

採　決　賛成多数で可決されました。
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西田陽子議員に対する問責決議
　我々岡垣町議会議員はお互いに切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

し、岡垣町をより良い町にするため日々努力を重ねています。
今回、その同僚議員に対し、問責決議の案を提出することは、大変辛く心苦しいものがありますが、本日
の西田陽子議員の発言は岡垣町議会の秩序を大きく乱すものです。
　議案第59号　平成22年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号）の賛成討論中であるにもかかわらず、
自ら「議案と直接は関係がない」と宣言して発言を続けました。
　これは明らかに岡垣町議会会議規則第50条（注６）に反しており、議会の規律を完全に無視したものです。
　今回はこの違反部分を削除するという申し出がありましたが、「これから二度と規則に反した発言を
しない」という約束、すなわち規律を遵守するという言葉はありませんでした。
　議会は「言論の府」と言われるように、言論を尊重しその自由を保障しています。しかし、その前提と
して定められた規律を守ることが絶対です。
　まして、この発言の中には会議規則を遵守して運営されている総務常任委員会を侮

ぶじょく

辱するものが含ま
れており、これは決して許されるものではありません。
　よって、岡垣町議会は西田陽子議員が各条例、規則等定められた規律を熟知され、議員としての責任と
自覚を認識すべく、猛省を促すため本案を提出いたします。

用語解説
（注１）　問責決議

　　　　 　国または地方自治体の議会において、政治任用職にある者（閣僚など）、または議会の役員（議長・
委員長など）の責任を問うことを内容として行われる決議をいう。議会の意思表明であり、法的拘束
力は有しない。

（注２）　連合審査会

　　　　 　案件の付託を受けた委員会が、他の関連する委員会と合同で審査するための会議。案件に対する
意思決定の権限は付託されている委員会にある。

（注３）　議会運営委員会

　　　　 　円滑な議会運営を期すため議会運営の万般について協議し、意見調整を図るために設置された委
員会。委員会での決定に基づき議員の活動基準や規制が可能となるなど強い調整機能を有する。

（注４）　動　　議

　　　　 　会議の進行または手続きに関し、議員から議会に対してなされる提議で、議会の議決を経るべき
もののこと。

（注５）　弁　　明

　　　　 　問責決議の対象者に釈明と反論の機会を与え、自己の立場について述べること。

（注６）　岡垣町議会会議規則第50条

　　　　 　第50条第１項に「発言は、すべて簡明にするものとし、議題外にわたり又はその範囲を超えてはな
らない。」と規定されている。
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議員の賛成○・反対●・除斥 除・退席 退・欠席 欠
議案ほか決議について

内　　　容 採決日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15

結　果

市
津　

広
海

木
原　

信
次

久
保
田
秀
昭

三
角　

善
彦

下
川
路　

勲

石
井　

要
祐

太
田　
　

強

西
田　

陽
子

竹
内　

和
男

山
田　

隆
一

平
山　
　

弘

藤
﨑　
　

光

大
堂　

圏
治

横
山　

貴
子

岡垣町教育委員会委員の任命について 12月 6日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて 12月 6日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて 12月 6日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 12月16日 賛成多数
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

岡垣町ふるさとづくり基金の設置、管理及び処
分に関する条例を廃止する条例 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町財政調整基金の設置、管理及び処分に関
する条例の一部を改正する条例 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町福祉基金条例の一部を改正する条例 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ふるさと・水と土保全対策基金の設置、管理及
び処分に関する条例の一部を改正する条例 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町まちづくり整備基金条例の制定について 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣サンリーアイ設置条例の一部を改正する条例 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成22年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号） 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成22年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生活保護の「老齢加算」復活を要求する国への意
見書を求める請願書 12月16日 賛成少数

不採択 ● ● 欠 ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ●

子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関す
る陳情書 12月16日 賛成少数

不採択 ○ ○ 欠 ○ ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ●

岡垣町議会委員会条例の一部を改正する条例 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北朝鮮の無法な砲撃に対して厳しく非難する決議 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

尖閣諸島の領有権に関する意見書 12月16日 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西田陽子議員に対する問責決議 12月16日 賛成多数
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ● ○ ● ○

※議席番号８は欠番です
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新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
臨
む

の
か町

民
の
力
を
結
集
し
、
将
来
評
価
さ
れ

る
町
を
つ
く
り
た
い

木
原町

長

木
原　

第
４
次
総
合
計
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
は
平
成
23
年
３
月
で

終
わ
る
。
重
点
課
題
に
掲
げ
た
施

策
の
う
ち
か
ら
、
自
然
環
境
の
保

全
と
活
用
に
つ
い
て
そ
の
評
価
を

問
い
ま
す
。

町
長　

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
や
、新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
施
策
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
地

下
水
水
源
で
も
あ
る
三
里
松
原
の

保
全
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

木
原　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、

木原　信次 議員

医
療
、
教
育
、
銀
行
等
多
く
の
資
源

が
あ
り
ま
す
。
生
活
し
や
す
い
場
と

し
て
も
っ
と
活
か
す
べ
き
で
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
開
発
は
、

海
老
津
、
白
谷
線
の
道
路
の
開
通
と

駅
南
の
広
場
に
バ
ス
を
入
れ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
重
点
課
題
は
開
発

促
進
と
あ
り
、開
発
構
想
も
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
土
地
の
有
効
利
用
が
大

事
で
す
。

町
長　

駅
南
側
開
発
構
想
だ
け
で

は
、
民
間
開
発
は
難
し
く
、
実
現
す

る
た
め
に
、
ま
ず
海
老
津
駅
を
南
側

か
ら
利
用
で
き
る
条
件
を
整
備
し

て
、
民
間
の
開
発
に
結
び
付
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
原　

第
４
次
の
ま
ち
づ
く
り
は

中
途
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

予
算
の
裏
付
け
が
必
要
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
地
域
主
権
の
方
向
で
す
。

「
国
に
依
存
す
る
な
」、「
町
で
経
営

し
ろ
」、と
自
立
を
う
な
が
し
て
い

ま
す
。
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

自
治
区
の
役
員
を
は
じ
め
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
働
き
等
、良
い
町

を
作
る
た
め
に
、
行
政
と
と
も
に

力
を
尽
し
て
い
た
だ
け
る
多
く
の

方
々
が
必
要
で
す
。

町
長　

今
日
の
岡
垣
町
が
住
み
や

す
い
と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
の

は
、各
時
代
の
住
民
の
支
え
が
あ
り

代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
も
の
で
す
。今
後
も
良

い
も
の
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新しいまちづくりに向けて

町政を問う　一般質問

三
里
松
原
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て

今
ま
で
以
上
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援

し
た
い

下
川
路町

長

下
川
路　

三
里
松
原
は
全
長
約
12

キ
ロ
、総
面
積
約
４
３
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
ク
ロ
マ
ツ
が
主
体
の
松
原
で

す
が
、こ
の
海
岸
線
に
松
を
植
林

し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

町
長　

先
人
達
が
農
作
物
や
家
屋

へ
の
塩
害
を
防
ぎ
、防
風
、防
砂
防

潮
等
、暮
し
を
守
る
た
め
で
す
。

下
川
路　
所
有
管
理
者
を
聞
き
ま
す
。

町
長　

国
有
で
林
野
庁
九
州
森
林

管
理
局
の
管
轄
で
す
。

下
川
路　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

航
空
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
効
果
は
。

町
長　

航
空
防
除
は
、
松
く
い
虫

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、規
制
が
厳

し
く
な
り
、民
家
近
く
は
散
布
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

下
川
路　

散
布
が
届
か
な
い
と
こ

ろ
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　

23
年
度
は
人
力
に
加
え
て

小
型
機
械
を
使
う
方
法
等
で
、
年

２
回
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

ま
す
。

下
川
路　

平
成
６
年
に
任
意
団
体

で
あ
る
、「
三
里
松
原
防
風
保
安
林

保
全
対
策
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
が
そ
の
目
的
は
何
で
す
か
。

町
長　

保
安
林
の
機
能
を
維
持
、

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
三
里
松

原
再
生
計
画
」を
策
定
し
、住
民
が

三
里
松
原
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

ふえつづける松葉かきの参加者

下川路　勲 議員

下
川
路　

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

制
度
の
目
的
と
活
動
は
。

町
長　

不
法
投
棄
の
防
止
や
防
火

等
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。主
に
松

原
近
辺
の
地
域
の
方
々
に
お
願
い
し

て
巡
回
し
て
い
ま
す
。

下
川
路　

も
っ
と
全
町
民
に
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

組
織
改
編
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え

た
の
で
更
に
充
実
さ
せ
広
げ
る
よ

う
努
め
ま
す
。
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高
齢
者
や
障
害
者
の
安
心
・
安
全
確
保
を

優
先
に実

態
に
適
し
た
施
策
の
実
行
に
努
力
し

た
い

大
堂町

長

大
堂　

福
祉
施
策
の
基
本
が
支
援

へ
と
変
わ
っ
た
今
日
、地
域
力
で
あ

る
共
助
力
を
皆
で
高
め
る
努
力
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長　

私
も
同
感
で
あ
り
、
地
域

で
高
齢
者
や
障
害
者
を
支
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

大
堂　

民
生
委
員
の
役
割
や
責
任

が
高
齢
化
の
急
激
な
進
行
で
、心
身

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。支
援
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長　

私
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て

お
り
、行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
堂　

介
護
保
険
の
事
業
で
あ
る

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
遠
賀
４
町

で
一
ヶ
所
の
た
め
、本
当
に
必
要
な 大堂　圏治 議員

人
に
行
き
届
か
な
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

町
長　

町
単
位
で
設
置
す
る
よ
う

に
働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
堂　

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
地
域
力
を
高
め
て
い
く
最
良

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、全
区
へ
の
拡

大
と
充
実
を
図
る
支
援
を
強
化
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長　

私
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
の
で
、関
係
箇
所
と
も
協
議
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
堂　

中
心
市
街
地
活
性
協
議
会

の
計
画
の
一
つ
で
あ
る
、高
齢
者
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
は
、独
居
や
老
々

家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設

に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長　

中
心
市
街
地
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
、
考
え
方
の
一
つ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
堂　

障
害
者
の
安
心
と
自
立
の

た
め
に
は
、
就
労
支
援
の
強
化
が

何
よ
り
も
必
要
で
す
。

町
長　

今
年
度
の
職
員
採
用
試
験

で
は
障
害
者
を
対
象
と
し
た
枠
を

設
け
、
車
い
す
利
用
者
を
採
用
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。今
後
も
関

係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

雇
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

自立に向けての活動

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
！

海
老
津
小
・
体
育
館
、
戸
切
小
・
校
舎

も
前
倒
し
で
、
整
備
す
る

竹
内町

長

竹
内　

耐
震
工
事
を
岡
垣
中
学
校

が
平
成
23
年
度
、
吉
木
小
学
校
が

平
成
24
年
度
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

残
り
の
小
中
学
校
に
つ
い
て
も
、

出
来
う
る
限
り
、
速
や
か
に
耐
震

工
事
に
着
手
す
べ
き
だ
が
見
解
を

尋
ね
ま
す
。

町
長　

岡
垣
中
学
校
は
平
成
23
年

度
、
吉
木
小
学
校
は
平
成
24
年
度 竹内　和男 議員

に
耐
震
工
事
を
行
い
ま
す
。耐
震
補

強
の
評
価
が
お
り
た
戸
切
小
学
校

校
舎
と
、
海
老
津
小
学
校
体
育
館

に
つ
い
て
は
、国
の
補
正
予
算
の
緊

急
総
合
経
済
対
策
を
活
用
し
、
平

成
23
年
度
に
前
倒
し
で
耐
震
工
事

を
行
い
ま
す
。

竹
内

　

町
長

竹
内　

ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
な
ど
の

感
染
症
で
は
、早
期
の
診
断
が
困
難

で
、元
気
だ
っ
た
乳
幼
児
が
、
急
に

発
熱
や
嘔お

う

吐と

を
繰
り
返
し
、意
識
障

害
や
痙け

い

攣れ
ん

な
ど
の
症
状
を
起
こ
し
、

死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
を
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
見
解
を
尋
ね
ま
す
。

町
長　

国
の
補
正
予
算
で
、ヒ
ブ
・

肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
、
岡
垣
町
と
し

て
、速
や
か
な
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
ま
す
。

ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
を
！

速
や
か
な
実
施
へ
向

け
準
備
を
進
め
る

「こわくないよ」
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今
、
駅
南
整
備
よ
り
岡
垣
中
・
吉
木
小
改

築
が
先発

展
の
た
め
の
投
資
、
学
校
は
計
画
的

に
や
り
ま
す

西
田町

長

西
田　

こ
の
社
会
不
況
の
中
、
21

億
５
千
万
円
の
駅
南
事
業
で
発
展

が
見
込
め
る
と
い
う
が
、
懸
念
が

何
点
か
あ
り
ま
す
。
工
事
場
所
の

金
毘
羅
山
宝
地
区
は
防
災
マ
ッ
プ

で
危
険
区
域
箇
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。

町
長　

危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
は
民
家
側
で
、今
回
の
工
事

は
鉄
道
側
で
す
。一
部
法
面
を
カ
ッ

ト
し
ま
す
が
工
事
は
十
分
安
全
性

は
確
保
し
て
行
い
ま
す
。

西
田　

今
回
の
工
事
は
、
発
展
の

き
っ
か
け
で
、将
来
的
な
開
発
に
よ

る
防
災
面
も
心
配
。ま
た
、５
億
９

千
万
円
の
地
下
通
路
46
メ
ー
ト
ル
は

死
角
に
な
り
、防
犯
面
の
心
配
は
な

い
で
す
か
。
県
下
で
は
春
日
駅
・
戸

畑
駅
な
ど
に
地
下
通
路
が
あ
り
ま
す 西田　陽子 議員

が
、岡
垣
に
比
べ
て
、幅
も
広
く
、長

さ
も
短
く
、大
都
市
で
利
用
が
多
い
。

町
は
４
メ
ー
ト
ル
幅
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。利
用
人
数
の
調
査
は
さ
れ
た
の

で
す
か
。

町
長　

こ
の
工
事
は
き
っ
か
け
と

言
う
よ
り
条
件
整
備
で
、
戸
切
踏

切
や
駅
前
広
場
の
渋
滞
解
消
、
緊

急
時
の
対
策
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

調
査
は
し
て
お
り
、２
０
２
５
年
に

１
３
０
０
人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

交
番
の
移
設
も
調
整
し
て
お
り
、青

少
人
数
学
級
の
方
向
に
ど
う
対
応
す
る
か

決
定
さ
れ
れ
ば
速
や
か
に
国
の
基
準

に
沿
っ
た
対
応
を
図
り
ま
す

平
山教

育
長

平
山　

子
ど
も
は
社
会
の
宝
。
豊

か
な
教
育
条
件
の
整
備
は
未
来
を

築
き
ま
す
。

　

国
の
学
級
編
成
の
方
向
を
う
け

て
ど
う
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

国
は
来
年
１
月
の
通
常

国
会
に
、
新
学
級
編
制
と
教
職
員

定
数
に
関
し
て
の
改
正
法
案
を
提

出
す
る
予
定
で
す
。

　

現
行
の
１
学
級
の
上
限
人
数
を

40
人
か
ら
35
人
に
す
る
も
の
で
、平 平山　　弘 議員

成
23
年
度
は
小
学
校
１
・
２
年
生
が

対
象
。次
年
度
以
降
１
学
年
ご
と
に

対
象
を
拡
大
し
、
中
学
校
は
平
成

26
年
度
か
ら
３
カ
年
か
け
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

決
定
さ
れ
れ
ば
、速
や
か
に
対
応

し
ま
す
。

平
山　

教
室
の
不
足
は
出
な
い
の

で
す
か
。

教
育
長　

山
田
小
と
東
中
は
不
足

す
る
見
込
み
が
あ
り
ま
す
が
、教
室

の
確
保
に
努
め
学
校
運
営
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

○
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

平
山　

鳥
獣
被
害
の
防
止
は
農
林

業
の
振
興
に
不
可
欠
で
す
。

　

予
算
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。町
に
お
け
る
現
状
と
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

本
町
の
昨
年
の
有
害
鳥
獣

被
害
は
、
概
ね
２
千
万
円
程
度
で

す
。

　

特
に
多
い
の
が
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
や
筍
な
ど
の
被
害
で
、電

気
柵
、箱
わ
な
、狩
猟
な
ど
の
方
法

で
駆
除
し
て
お
り
、そ
の
数
は
本
年

は
１
１
８
頭
で
、す
で
に
昨
年
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
効
果
が
上
が
る
駆
除
対
策

が
必
要
と
考
え
、
連
携
の
と
れ
た

駆
除
班
の
設
置
、
駆
除
す
る
人
材

育
成
と
駆
除
技
術
の
向
上
、
駆
除

活
動
や
防
衛
柵
に
対
す
る
支
援
の

あ
り
方
な
ど
を
、
平
成
23
年
度
か

ら
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
考
え

で
す
。

少
年
補
導
員
の
巡
回
地
域
も
検
討

し
ま
す
。

西
田　

公
共
事
業
の
優
先
順
位
に

つ
い
て
、
公
約
に
は
教
育
環
境
の

整
備
と
あ
り
ま
す
が
、岡
垣
中
・
吉

木
小
は
郡
内
で
も
一
番
古
く
、
老

朽
化
が
激
し
い
。
特
に
吉
木
小
の

ト
イ
レ
は
山
田
小
の
ト
イ
レ
と
比

較
す
る
と
教
育
環
境
の
格
差
は
問

題
で
す
。

町
長　

吉
木
小
の
ト
イ
レ
は
私
も

知
っ
て
い
ま
す
。耐
震
補
強
工
事
と

合
せ
て
改
修
し
ま
す
。

青少年補導員が着用する帽子とベスト

捕獲されたイノシシ
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窓
口
業
務
の
民
間
委
託

 

総
務
常
任
委
員
会

委　
員　
長 
三
角　

善
彦

副
委
員
長 

藤
﨑　
　

光

委　
　

員 

木
原　

信
次

委　
　

員 

平
山　
　

弘

委　
　

員 

横
山　

貴
子

日　

時
：
平
成
22
年
10
月
13
日
〜

 

15
日

視
察
先

　

神
奈
川
県
湯
河
原
町

　

東
京
都
調
布
市

視
察
の
目
的

　

役
場
の
組
織
、
配
置
が
変
更
さ

れ
る
な
か
、
窓
口
業
務
の
民
間
委

託
は
財
政
面
・
組
織
面
か
ら
有
効

か
ど
う
か
、
先
進
自
治
体
の
東
京

都
調
布
市
で
学
び
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

　

調
布
市
は
、
年
間
１
万
人
が
出

入
り
す
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
の
混

雑
解
消
の
た
め
、
さ
ら
に
行
革
大

綱
に
よ
る
職
員
定
数
の
抑
制
な
ど

の
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

待
た
れ
る
中
心
市
街
地
の
再
開
発

 

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委　
員　
長 

石
井　

要
祐

副
委
員
長 

山
田　

隆
一

委　
　

員 

久
保
田
秀
昭

委　
　

員 

下
川
路　

勲

委　
　

員 

太
田　
　

強

　

美
浜
町
の
視
察
の
目
的
は「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」で
す
。

日　

時
：
平
成
22
年
10
月
19
日
〜

10
月
21
日

視
察
先

　

１
日
目　

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町

　

２
日
目　

愛
知
県
幡
豆
町

　

３
日
目　

愛
知
県
岩
倉
市

地
域
振
興
、
農
林
水
産
業
の
振
興
。

取
り
組
み
は
、
総
務
省｢

頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
活
用

し
Ｈ
19
年
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
幡
豆
の
自

然
環
境
を
生
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
Ｈ
20
年
３

月｢

地
域
ブ
ラ
ン
ド
活
性
化
計
画

報
告
書
」、
Ｈ
21
年
３
月
に「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
報
告
書
」が
完
成

し
て
い
る
が
Ｈ
23
年
４
月
に
西
尾

市
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
の
で
今

後
の
動
向
を
見
守
る
と
の
事
で
し

た
。
３
日
目
は
岩
倉
市
。
目
的
は

地
域
振
興（
駅
市
街
地
再
開
発
事

業
）。
事
業
主
体
は
、
岩
倉
東
地

区
北
街
区
市
街
地
再
開
発
組
合
。

総
事
業
費
約
70
億
円
。
こ
の
地
区

窓口業務の状況をきく

は
名
鉄
犬
山
線
岩
倉
駅
の
東
側
に

位
置
し
商
業
の
中
心
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
基
盤
整
備

の
遅
れ
か
ら
衰
退
し
て
い
た
。
Ｓ

51
年
に
地
元
連
合
会｢

発
展
会
」か

ら
都
市
再
開
発
の
嘆
願
書
が
出
さ

れ
て
計
画
さ
れ
た
。
以
来
約
25
年

か
け
て
Ｈ
20
年
10
月
岩
倉
駅
東
駅

前
広
場
、
都
市
計
画
道
路
北
側

線
完
成
。
Ｈ
21
年
10
月
再
開
発
ビ

ル「
サ
ク
ラ
ン
ド
岩
倉
」完
成
事
業

完
了
と
な
っ
た
。
よ
う
や
く
完
成

し
た
こ
の
事
業
、
地
権
者
の
ど
う

し
て
も
遣
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
信
念
と
、
こ
れ
に
関

わ
っ
た
行
政
職
員
の
並
々
な
ら
ぬ

努
力
の
賜た

ま
も
の物

で
あ
る
と
感
じ
た
。基盤整備の状況をきく

民
間
委
託
の
利
点

① 

職
員
総
数
を
減
ず
る
中
で
の
受

付
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
点
。

② 

繁
忙
期
に
は
人
員
を
増
員
し
て

効
果
的
に
対
応
し
て
お
り
、
繁

忙
期
・
閑
散
期
の
度
合
い
に
応
じ

て
効
率
的
な
対
応
が
で
き
る
点
。

民
間
委
託
後
の
職
員
の
反
応

① 

受
付
で
確
認
作
業
を
確
実
に
行

う
こ
と
で
、
窓
口
ト
ラ
ブ
ル
が

減
少
し
た
と
捉
え
て
い
る
。

② 

受
付
↓
入
力
↓
審
査
の
流
れ
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、処
理
能
力
が

向
上
し
た
と
捉
え
て
い
る
。

所　

感

　

都
心
部
と
違
い
、
地
方
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
請
負
業
者
は
多

く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

窓
口
で
処
理
す
る
業
務
で
委
託

化
で
き
る
部
分
は
何
か
、
効
率
性

や
サ
ー
ビ
ス
面
か
ら
有
効
か
ど
う

か
を
見
極
め
る
作
業
は
、財
政
面
、

組
織
面
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
ま
す
。

Ｈ
８
年
に「
ジ
ョ
イ
フ
ル
フ
ァ
ー

ム
鵜
の
池
」を
整
備
し
地
元
農
産

物
の
直
売
、
地
域
食
材
を
使
っ
た

料
理
の
提
供
、
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど

の
農
業
体
験
、
オ
ー
ナ
ー
貸
し
農

園
を
展
開
。
Ｈ
13
年
度
に
国
の
補

助
事
業
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
育
成
事
業
に
取
り
組

み
、
同
年
４
月
に
美
浜
町
都
市
農

村
交
流
協
議
会
を
組
織
し
、
結

果
と
し
て
年
間
の
売
り
上
げ
は
、

３
億
６
千
万
円
伸
び
た
。
今
後
の

課
題
は
宿
泊
型
に
な
っ
て
い
く
事

だ
。
２
日
目
は
幡
豆
町
。
目
的
は

12視 察 ・ 研 修 報 告



議
会
改
革
の
新
た
な
課
題
は

 

議
会
運
営
委
員
会

委　
員　
長 

太
田　
　

強

副
委
員
長 

平
山　
　

弘

委　
　

員 

三
角　

善
彦

委　
　

員 

竹
内　

和
男

委　
　

員 

石
井　

要
祐

委　
　

員 

大
堂　

圏
治

「
議
会
改
革
の

　
　

新
た
な
課
題
は
何
か
」

　

町
議
会
で
は
、「
議
会
改
革
と

活
性
化
」に
つ
い
て
、
新
た
な
課

題
で
あ
る「
長
期
欠
席
議
員
の
報

地域福祉の活動をきく

酬
減
額
」、「
議
会
に
お
け
る
町
長

の
反
問
権
付
与
」「
議
員
の
費
用
弁

償
の
削
減
」な
ど
に
先
進
地
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
兵
庫
県
西
脇

市
議
会
、徳
島
県
小
松
島
市
議
会
、

香
川
県
善
通
寺
市
議
会
に
11
月
10

日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
視
察

研
修
に
参
り
ま
し
た
。

　

岡
垣
町
議
会
で
は
既
に
行
っ
て

い
る「
議
会
の
住
民
懇
談
会
」や
今

年
度
廃
止
し
た「
政
務
調
査
費
」等

に
つ
い
て
も
関
連
あ
る
問
題
と
し

は
じ
め
に

　

今
回
の
視
察
先
は
、
林
芙
美
子

の「
放
浪
記
」に
も
登
場
す
る「
広

島
県
尾
道
市
」で
あ
る
。
現
在
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ド
ラ
マ「
て
っ
ぱ
ん
」

の
舞
台
で
も
あ
る
。

　

広
島
県
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
で
あ
る「
土
堂
小
学
校
」

を
11
月
４
日
に
、
同
市
の
教
育
委

教
育
と
福
祉
の
充
実
を
揚
げ
て

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委　
員　
長 
竹
内　

和
男

副
委
員
長 

西
田　

陽
子

委　
　

員 

市
津　

広
海

委　
　

員 

大
堂　

圏
治

員
会
を
訪
問
。

　

11
月
５
日
に
、
同
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
訪
問
し
た
。

教
育
の
復
興

　

開
校
か
ら
１
１
０
年
の
歴
史
を

誇
る
土
堂
小
も
少
子
化
の
波
に
の

ま
れ
、
最
盛
期
１
３
０
０
人
い
た

児
童
が
65
人
ま
で
激
減
し
た
。　

　

本
年
度
３
２
２
人
ま
で
回
復
。

理
由
は
、
学
校
と
育
友
会（
Ｐ
Ｔ

Ａ
）の
決
断
。
地
元
児
童
が
92
名

と
少
数
派
で
、
交
通
の
便
が
良
い

こ
と
で
、
電
車
な
ど
で
他
校
区
の

児
童
が
通
っ
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、
授
業
の
充
実
で
、

漢
字
検
定
で
は
、
２
６
３
名
の
受

験
で
99
・
６
％
の
合
格
率
を
誇
る
。

１
年
生
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ

カ
メ
が
操
作
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

　

平
成
17
年
か
ら
尾
道
さ
く
ら
プ

ラ
ン
を
推
進
。
同
プ
ラ
ン
の
課
題

解
決
の
た
め
、「
尾
道
さ
く
ら
プ

ラ
ン
2
」を
策
定
し
、
学
校
文
化

の
礎
を
再
構
築
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

　

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
を
行
い
、
希
薄
化
し
た
地
域
福

祉
力
を
高
め
る
た
め
、「
自
助
」「
互

助
」「
公
助
」「
共
助
」で
、
協
力
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
実
行
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

学
校
で
あ
れ
一
般
社
会
で
あ
れ

す
べ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
信
頼

の
醸
成
」で
あ
り
、
そ
の
実
行
に

全
て
が
か
か
っ
て
い
る
。

て
逆
に
視
察
先
の
市
議
会
か
ら
質

問
を
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
自
治
体

の
議
会
も
厳
し
い
財
政
の
状
況
の

中
、
住
民
か
ら「
議
会
は
な
に
を

し
て
い
る
の
だ
」と
の
厳
し
い
声

が
出
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
議
員
の
本
来
の
仕
事
は

議
会
の
改
革
の
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
議
員
本
来
の
活
動
を
き
ち
ん

と
し
、
住
民
の
目
線
、
あ
る
い
は
、

住
民
に
見
え
る
議
員
の
活
動
が
な

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
議
会
に

対
す
る
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
課
題
で
あ
る「
長
期
欠

席
議
員
の
報
酬
減
額
」も
住
民
の

目
か
ら
す
れ
ば
当
た
り
前
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
調

査
で
も「
議
員
活
動
が
出
来
な
い

期
間
」の
取
り
扱
い
で
議
会
で
の

議
決
ま
で
い
ろ
い
ろ
論
議
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
ま
た「
議
会
に
お
け

る
町
長
の
反
問
権
」に
つ
い
て
は

「
出
来
る
」と
な
っ
て
い
る
が
実
際

は
反
問
が
な
さ
れ
た
実
例
は
ま

だ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ま
と
め
て

の「
議
会
基
本
条
例
」の
制
定
が
最

終
目
的
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
数

出
ま
し
た
。

西脇市議会の皆さんと
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「
世
に
生
を
得
る
は
事
を
為
す
に
あ
り
」

　

坂
本
龍
馬
の
言
葉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
目
的
は
、
出
世
し
た
り
、

財
産
や
地
位
・
名
声
を
手
に
入
れ
る

こ
と
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
「
事
を
為
す
」と
は
、
夢
や
目
標
を

実
現
す
る
こ
と
、
人
生
で
何
か
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
、
人
生
に
意
味
を
も

た
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
歴
史
の
主
人
公
た
ち
で
あ

る
新
成
人
に
議
会
と
し
て
期
待
を
こ

め
た
餞

は
な
む
けの

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

読
み
た
く
な
る「
議
会
だ
よ
り
」を
目
指
し
て

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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員　
長 

横
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貴
子

副
委
員
長 

三
角　

善
彦

委　
　

員 

市
津　

広
海

委　
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下
川
路　

勲

委　
　

員 

竹
内　

和
男

委　
　

員 

山
田　

隆
一

　
「
議
会
だ
よ
り
」は
、
議
会
審
議

の
状
況
や
議
会
活
動
を
、
住
民
の

方
々
に
知
ら
せ
る
広
報
紙
で
す
。

私
た
ち
委
員
は
、
住
民
の
皆
様
に

親
し
み
を
持
っ
て
、
読
ん
で
頂
け

る
よ
う
に
と
の
想
い
で
、
編
集
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
編
集
力

の
向
上
と
、
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
議
会
ラ
イ

ブ
中
継
に
つ
い
て
、
10
月
６
日
か

ら
１
泊
２
日
で
高
知
県
四
万
十
町

と
越
知
町
を
視
察
を
致
し
ま
し
た
。

○
四
万
十
町
議
会
だ
よ
り
の
特
徴

　

・
一
般
質
問
は
１
人
１
ペ
ー
ジ

　

・
写
真
を
多
く
入
れ
て
い
る

　

・
表
紙
の
写
真
、
構
成
に
努
力

（
読
者
の
眼
を
引
き
付
け
る
）

　

・
全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー

○
四
万
十
町
議
会
ラ
イ
ブ
中
継

　

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用

　
　

 

合
併
前
に
一
町
が
導
入
し
て

い
た
。
合
併
後
議
論
は
あ
っ

た
が
全
町
拡
大
。
現
在
95
％

の
普
及

　

・ 

効
果
と
し
て
、
議
会
及
び
行

政
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

た
。
議
員
の
質
問
の
質
が
高

ま
っ
た
。
議
会
が
身
近
に

な
っ
た

○
越
知
町
議
会
だ
よ
り
の
特
徴

　

・ 

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
毎
年
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る

　

・ 

一
般
質
問
１
人
１
ペ
ー
ジ

　

・ 

表
紙
の
写
真
が
と
て
も
高
度

　

・ 

委
員
全
員
で
取
材
に
行
く

　

・ 

方
言
を
採
用
し
、
親
し
み
や
す

い
よ
う
経
過
報
告
等
を
掲
載

　

各
視
察
先
と
も
、
強
い
熱
意
と

毅
然
と
し
た
態
度
で
、
編
集
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
し

て
、
紙
面
の
更
な
る
充
実
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ライブ中継の効果をきく

ボランティアによるコスモス祭にて
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編
集
後
記三

角　

善
彦

　

地
域
主
権
改
革
が
地
方
か
ら
始

ま
っ
た
。

　

霞
ヶ
関
の
お
役
人
さ
ん
た
ち
は
、

地
方
の
行
政
能
力
を
疑
問
視
す
る
考

え
か
ら
、
出
先
機
関
が
扱
う
事
務
を

地
方
に
渡
そ
う
と
し
な
い
。

　

関
西
広
域
連
合
が
誕
生
し
た
。
医

療
や
防
災
な
ど
の
分
野
を
府
県
を
ま

た
い
で
共
同
で
取
り
組
む
。

　

九
州
も
同
様
な
連
合
体
を
設
置
す

る
動
き
が
あ
り
、
こ
の
地
方
か
ら
の

改
革
が
進
め
ば
お
役
人
さ
ん
は
言
い

訳
が
で
き
な
く
な
る
。

　

改
革
実
現
の
た
め
に
は
、
政
治
を

担
当
す
る
人
た
ち
が
保
身
に
回
ら
な

い
こ
と
。

　

総
論
賛
成
、
各
論
反
対
で
は
い
つ

ま
で
経
っ
て
も
進
ま
な
い
。
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表紙への想い 地域の力を合わせた山田小のどんど焼き「今年も楽しい１年でありますように」

３月１日㈫
開会の予定


